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夢
と
活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
都
市

東
大
阪
―
。

私
た
ち
は
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
こ
の
将
来
都
市
像
を
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
平
成
２３
年
か
ら
３２
年
ま
で
の
�
ま
ち

づ
く
り
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」�
の
策
定
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
画
の
機

会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
意
見
お
よ

び
提
言
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

（
二
面
に
つ
づ
く
）

第
２
次
総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」で
構
成
し
ま
す（
図
）。

基
本
構
想
は
平
成
３２
年
、
前
期
基
本
計
画

は
平
成
２２
年
、
後
期
基
本
計
画
は
平
成
３２
年

を
目
標
年
次
と
し
、
実
施
計
画
は
期
間
を
三

年
間
と
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

適
宜
改
正
を
加
え
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
役

割
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
基
本
構
想
�
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
最
高

理
念
で
、
施
策
の
基
本
方
向
を
示
す
も
の

▽
基
本
計
画
�
基
本
構
想
を
受
け
て
、
本

市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
主
要
な
施
策
を
総

合
的
・
体
系
的
に
示
し
た
市
政
の
基
本
的
な

計
画
で
、
実
施
計
画
の
基
礎
と
な
る
も
の

▽
実
施
計
画
�
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
具
体
的
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
実
施
時
期
と
財
源
の
裏
付
け
を

伴
う
市
政
の
具
体
的
計
画

第
２
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
は
平
成
２３
年
か
ら

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



こ
れ
ま
で
の
計
算
方
法（
出
来
高
払
い
）

手
術

放
射
線
治
療

胃
カ
メ
ラ
な
ど

リ
ハ
ビ
リ

レ
ン
ト
ゲ
ン

投
薬

検
査

注
射

入
院
料

レ
ン
ト
ゲ
ン

投
薬

検
査

注
射

入
院
料

各
項
目
の
合
計
金
額

こ
れ
ま
で
の
請
求
金
額

出来高
のまま

包括へ
移行

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
計
算
方
法
（
包
括
払
い
）

胃
カ
メ
ラ
な
ど

放
射
線
治
療リ

ハ
ビ
リ

手
術

病
名
に
よ
り
決
ま
っ
て
い
る

一
日
あ
た
り
の
定
額
医
療
費
×
日
数

定
額
分

各
項
目
の
合
計
金
額

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
請
求
金
額

＋

市
で
は
、
平
成
２３
年
か
ら
の

十
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し

ま
し
た
。

将
来
都
市
像
『
夢
と
活
力
あ

ふ
れ
る
元
気
都
市
』
を
実
現
す

る
た
め
、「
市
民
参
加
に
よ
る
地

い

域
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
市
民
と
市
内
大
学
、
行
政
が

協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
と
し
た
、
市
民
に
と
っ
て
身

近
で
わ
か
り
や
す
い
計
画
策
定

を
め
ざ
し
ま
す
。

計
画
は
、
市
全
域
を
対
象
と

す
る
「
部
門
別
計
画
」
と
、
地

域
ご
と
に
定
め
る
「
地
域
別
計

画
」
の
二
つ
で
構
成
し
、
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

部
門
別
計
画

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
…
市
民
自
治
、
人
権
尊

重
と
平
和
、
行
政
運
営
な
ど
、

市
民
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

…
市
民
文
化
や
交
流
文
化
、
生

涯
学
習
、
教
育
な
ど
、
健
康
と

市
民
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
…
健

康
や
福
祉
な
ど
、
活
力
あ
る
産

ひ
ら

業
社
会
を
切
り
拓
く
ま
ち
づ
く

り
…
企
業
や
産
業
の
活
性
化
、

消
費
生
活
な
ど
、
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
…
都
市
環
境

の
形
成
や
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち

な
ど
の
五
つ
の
部
門
で
、
主
と

し
て
市
全
域
を
対
象
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

地
域
別
計
画

市
民
の
生
活
の
場
で
あ
る
七

つ
の
地
域
（
図
）
ご
と
に
、
個

性
（
地
域
固
有
の
歴
史
や
文
化

的
な
個
性
、
地
域
特
性
）
を
発

揮
し
て
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
「
地
域
別
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、

地
域
の
視
点
で
考
え
て
い
き
ま

す
。

市
立
総
合
病
院
は
７
月
１
日
か
ら
「
診
断
群
別
定

額
支
払
い
方
法
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
」
と
い
う
医
療
制
度
の
対

象
病
院
と
な
り
、
診
療
内
容
に
応
じ
て
一
日
あ
た
り

の
定
額
の
入
院
医
療
費
を
基
本
と
し
た
新
し
い
計
算

方
式
（
厚
生
労
働
省
算
定
告
示
に
よ
り
計
算
）
に
変

わ
り
ま
す
。

入
院
医
療
費
は
平
均
す
る
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
請
求
方
法
を
月
一
回
に
変
更
し

ま
す
。

【
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群
別
定
額

支
払
い
方
法
）
と
は
】

Ｄ
Ｐ
Ｃ
（D

iagn
osis

P
roced

u
re
C
om
b
in

ation

）
と
は
、
診
断
名
と
診

療
行
為
の
組
合
せ
を
意
味
し
、

診
断
名
（
病
名
）
と
診
療
行
為

（
手
術
や
処
置
な
ど
）
に
分
類

し
て
、
分
類
ご
と
に
入
院
患
者

一
日
あ
た
り
の
定
額
医
療
費
を

計
算
す
る
も
の
で
す
。

大
学
病
院
を
は
じ
め
、
入
院

や
手
術
な
ど
高
度
医
療
が
必
要

な
患
者
を
対
象
と
す
る
急
性
期

型
病
院
が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
に

な
り
ま
す
。

病
名
や
診
療
の
内
容
が
診
断

群
分
類
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

た
場
合
が
対
象
で
、
市
立
総
合

病
院
で
は
７
月
１
日
以
降
の
入

院
患
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
入
院
し
て
い

る
患
者
に
は
、
二
か
月
間
の
経

過
措
置
を
設
け
、
診
療
内
容
に

応
じ
て
順
次
行
い
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
導
入
は
、
全
国
的

な
医
療
の
質
の
向
上
・
標
準
化

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
治
療
や

費
用
の
透
明
性
を
高
め
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
の
な
い
検
査
や

入
院
の
引
き
延
ば
し
な
ど
過
剰

な
診
療
行
為
や
、
こ
れ
に
よ
る

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

【
医
療
費
の
計
算
】

従
来
の
計
算
方
法
で
は
、
検

査
、
投
薬
、
注
射
な
ど
の
内
容

に
応
じ
て
医
療
費
を
計
算
す
る

「
出
来
高
払
い
」
方
式
で
し
た

が
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
病
名
と
手

術
、
処
置
の
有
無
で
計
算
す
る

「
包
括
払
い
」
方
式
と
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
手
術
・
麻
酔
、
リ

ハ
ビ
リ
、
胃
カ
メ
ラ
、
放
射
線

治
療
な
ど
の
専
門
的
な
技
術
料

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
出
来
高
払
い
方
式
で
計
算
し

ま
す
の
で
、
入
院
に
か
か
る
医

療
費
は
、
包
括
分
と
出
来
高
分

を
合
わ
せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

【
医
療
費
の
支
払
い
】

入
院
医
療
費
は
病
名
や
病
状

に
も
よ
り
ま
す
が
、
平
均
す
る

と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
額
医
療
制
度
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
す
。

な
お
、
診
断
群
に
つ
い
て
は

一
入
院
に
つ
き
一
分
類
と
な
り

ま
す
が
、
入
院
後
の
病
状
経
過

や
診
療
内
容
に
よ
っ
て
診
断
群

分
類
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
し
た
場
合
は
、
入

院
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
新
た
な

診
断
群
分
類
を
適
応
す
る
た
め

請
求
額
を
変
更
し
、
退
院
時
に

過
不
足
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

請
求
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
の

月
三
回
請
求
か
ら
月
末
締
め
の

月
一
回
請
求
に
変
わ
り
ま
す
。

【
入
院
の
際
の
お
願
い
】

入
院
前
に
服
薬
し
て
い
る
薬

が
あ
る
場
合
は
、
す
べ
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
緊
急
で
は
な
い
ほ
か

の
病
気
や
治
療
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
退
院
後
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
必
要
な
検
査
は
、
入

院
前
に
外
来
診
療
で
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇

◇

◇
問
合
先

総
合
病
院
医
事

課

０
６
（
６
７
８
１
）
５
１

０
１
、
�
０
６
（
６
７
８
１
）

２
１
９
４

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
、
次
の
と
お

り「
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開

催
し
ま
す（
手
話
通
訳
あ
り
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
近
畿

大
学
教
授
の
石
田
榮
仁
郎
さ
ん

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

地
域
の
課
題
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
東
大
阪
市
自
治
協
議
会

や
東
大
阪
青
年
会
議
所
の
代
表
、

市
長
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
各
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
７
月

２２
日
�
�
グ
リ
ー
ン
パ
ル
（
中

鴻
池
）

▽
２３
日
�
�
や
ま
な

み
プ
ラ
ザ
（
四
条
）

▽
２４
日

�
�
も
も
の
広
場
（
楠
根
）

▽
２５
日
�
�
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

（
日
下
）

▽
２９
日
�
�
夢
広

場
（
布
施
駅
前
）

▽
３１
日
�

�
く
す
の
き
プ
ラ
ザ
（
若
江
岩

田
駅
前
）

▽
８
月
１
日
�
�

は
す
の
広
場
（
近
江
堂
）

☆
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９

時

◇

◇

◇
問
合
先

総
合
計
画
策
定

室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

０
６
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
６

※車での来場はご遠慮ください

●は各リージョンセンターの位置です

市
立
総
合
病
院
で
は
、
急

性
期
を
担
う
地
域
中
核
病
院

と
し
て
の
機
能
の
充
実
と
よ

り
手
厚
い
看
護
を
提
供
す
る

た
め
、
入
院
患
者
七
人
に
対

し
看
護
師
一
人
の
体
制
で
看

護
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
助
産
師
・

看
護
師
の
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

※
日
本
国
籍
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。

【
助
産
師
・
看
護
師
Ａ
】

◇
受
験
資
格

昭
和
４３
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

助
産
師
・
看
護
師
免
許
を
す

で
に
取
得
し
て
い
る
方

◇
採
用
時
期
（
予
定
）

平
成
２０
年
９
月
〜
１２
月
の
間

◇
採
用
予
定
人
数

五
十

五
人
程
度

◇
試
験
日
・
試
験
科
目

８
月
３
日
�
�
適
性
検
査
、

口
述
試
験

※
受
験
者
多
数
の
場
合
、

口
述
試
験
の
み
８
月
１０
日
�

に
実
施
。

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

８
月
２２
日
�

◇
受
付
期
間

７
月
１４
日

�
〜
２８
日
�

【
助
産
師
・
看
護
師
Ｂ
】

◇
受
験
資
格

昭
和
４９
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

助
産
師
・
看
護
師
免
許
を
来

春
取
得
見
込
み
の
方

◇
採
用
時
期
（
予
定
）

平
成
２１
年
４
月

◇
採
用
予
定
人
数

五
十

人
程
度

◇
試
験
日
・
試
験
科
目

▽
８
月
２４
日
�
�
専
門
試
験
、

適
性
検
査

▽
８
月
２５
日
�

〜
２９
日
�
（
予
定
）
�
口
述

試
験◇

合
格
発
表
（
予
定
）

９
月
１２
日
�

◇
受
付
期
間

７
月
１４
日

�
〜
８
月
１４
日
�

◇

◇

※
申
込
時
の
請
求
に
基
づ

い
て
、
不
合
格
者
に
の
み
試

験
成
績
を
開
示
し
ま
す
。

◇
申
込
書
の
交
付

７
月

７
日
�
か
ら
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
総
合
病
院

総
務
課
で
交
付

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先

人
事

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

１
７
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
９

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん
か

地地域域シシンンポポジジウウムム

市立総合病院助産師・看護師

ゆゆううゆゆうう
ププララザザ

ややままななみみ
ププララザザ

ご参加ください

平
成
２３
年
か
ら
の
後
期
基
本
計
画

市職員を募集

ググリリーーンンパパルル

くくすすののきき
ププララザザ

もももものの広広場場

ははすすのの広広場場

夢夢広広場場

７７月月１１日日かかららＤＤＰＰＣＣ対対象病病院にに移移行行

診診断断群群別別定定額額支払払いい方方法法導導入入

市
立
総
合
病
院

（２）第９０９号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１５日
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国保事業特別会計�

平成�
19年度�

平成�
20年度�

歳出609億円

保険給付費�
（医療費など）�

62％�

老人保健�
拠出金�
17％�

共同事業拠出金　10％�
介護納付金　6％�

その他　5％�

歳出593億円

保険給付費�
（医療費など）�

67％�

後期高齢者支援金など　13％�
共同事業拠出金　10％�

介護納付金　6％�
その他　4％�

保険給付費�
（医療費など）�

62％�

保険給付費�
（医療費など）�

67％�

保
険
料
口
座
振
替
済
額

来
年
１
月
に
通
知

長
寿
医
療
を
支
え
る

後
期
高
齢
者
支
援
金

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

事
業
の
休
廃
業
や
失
業
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
減
免
（
減
額
）
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
療
保
険

室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免
（
減
額
）
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
保
険
加

入
者
の
う
ち
１８
歳
以
上
の
方
全

員
が
前
年
中（
平
成
１９
年
所
得
）

の
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
で
平

成
１９
年
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
方
は
、
医
療
保
険
室
保
険

料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

出
張
納
付
相
談

保
険
料
の
納
付
で
お
困
り
の

方
は
、
納
付
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
相
談
に
は
、
保
険
料

決
定
通
知
書（
納
付
書
）な
ど
、

通
知
書
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
２５
日
�

午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

平
成
２０
年
中
（
１
月
か
ら
３

月
ま
で
と
６
月
か
ら
１２
月
ま
で

の
合
計
）
の
保
険
料
の
口
座
振

替
済
額
お
よ
び
全
期
前
納
振
替

済
額
の
通
知
は
、
例
年
ど
お
り

来
年
１
月
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。な

お
、
一
年
間
の
国
民
健
康

保
険
料
の
納
付
額
は
、
所
得
申

告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
、
申
告
な
ど
に
必

要
で
す
。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
発
足
に
伴
い
、

７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
り
申

請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
６５
歳
）

以
上
の
方
は
、
長
寿
医
療
制
度

に
移
行
し
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
で
は
、
約
三
万
二
千
人
が

移
行
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療

費
を
ま
か
な
う
た
め
、
こ
れ
ま

で
は
保
険
料
の
医
療
分
か
ら「
老

人
保
健
拠
出
金
」
を
負
担
し
、

高
齢
者
の
医
療
費
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
か
ら
は
、
医
療

分
に
つ
い
て
、
７４
歳
ま
で
の
方

の
医
療
費
に
か
か
る
保
険
料「
医

療
分
」
と
７５
歳
以
上
の
方
の
医

療
費
を
支
え
る
保
険
料
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」
に
分
け
、

内
訳
が
わ
か
る
よ
う
明
確
に
し

て
い
ま
す
。
７５
歳
未
満
の
方
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
後
期
高
齢

者
支
援
金
で
、
長
寿
医
療
を
支

え
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

医
療
保
険
室
保

険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

平
成
２０
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
決
定（
本
算
定
）

に
伴
い
、『
保
険
料
額
決
定
通
知

書
』
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。保

険
料
の
納
入
方
法
は
、「
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
」
と
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で
納

め
て
い
た
だ
く
「
普
通
徴
収
」

の
二
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方

は
、
す
で
に
４
月
支
給
の
年
金

か
ら
仮
算
定
に
よ
り
特
別
徴
収

を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
決
定
（
本
算
定
）
し
た
平

成
２０
年
度
の
年
間
保
険
料
か
ら
、

仮
算
定
に
よ
っ
て
徴
収
し
て
い

る
額
（
４
月
・
６
月
・
８
月
に

特
別
徴
収
）
を
差
し
引
い
た
残

額
を
１０
月
・
１２
月
・
来
年
２
月

に
特
別
徴
収
し
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
１８

万
円
以
上
あ
っ
て
も
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

二
分
の
一
を
超
え
る
場
合
や
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
は
、
７
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
計
九
回
を
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必

ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

所
得
の
低
い
方
に

軽
減
措
置

所
得
の
低
い
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
は
、「
均
等
割
額
（
年

額
４
万
７
４
１
５
円
）」を
軽
減

し
ま
す
。

軽
減
の
割
合
は
、
同
一
世
帯

内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
な
ど
を
も
と
に
、

次
の
基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

◇
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被

保
険
者
と
世
帯
主
）
の
総
所
得

金
額
・
軽
減
割
合

▽
基
礎
控

除
額
（
３３
万
円
）
を
超
え
な
い

�
七
割

▽
基
礎
控
除
額
（
同

額
）
＋
２４
万
５
０
０
０
円
×
被

保
険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ
る

世
帯
主
を
除
く
）
を
超
え
な
い

�
五
割

▽
基
礎
控
除
額
（
同

額
）
＋
３５
万
円
×
被
保
険
者
数

を
超
え
な
い
�
二
割

七
割
軽
減
対
象
者
を

さ
ら
に
軽
減

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を

七
割
か
ら
九
割
に
拡
大
す
る
こ

と
を
柱
と
し
た
改
善
策
が
こ
の

ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
以
降
の
対
策
と

し
て
、七
割
軽
減
世
帯
の
う
ち
、

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
の
被
保
険
者
の
全

員
が
、
年
金
収
入
８０
万
円
以
下

（
そ
の
他
の
各
種
所
得
は
０
円
）

の
世
帯
に
つ
い
て
九
割
軽
減
と

し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
に
お
い
て
は
、

平
成
２１
年
度
ま
で
の
措
置
と
し

て
、
事
務
手
続
き
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
「
七
割
軽
減
」
の
対

象
と
な
る
高
齢
者
す
べ
て
を「
八

・
五
割
軽
減
」
と
し
ま
す
。

七
割
軽
減
世
帯
の
う
ち
８
月

ま
で
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
１０

月
か
ら
の
保
険
料
徴
収
を
中
止

し
ま
す
。
１０
月
以
降
の
徴
収
を

し
な
い
こ
と
で
、
実
質
的
に
八

・
五
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
同
様
に
、
七
割
軽
減
世

帯
の
う
ち
納
付
書
な
ど
で
納
め

て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
方
に

つ
い
て
も
、
同
等
の
軽
減
措
置

を
講
じ
、
今
年
度
に
限
り
、
八

・
五
割
軽
減
し
た
金
額
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
得
申
告
が
必
要
で
す

所
得
が
軽
減
の
基
準
未
満
で

あ
っ
て
も
、
税
申
告
ま
た
は
長

寿
医
療
の
所
得
申
告
を
し
て
い

な
け
れ
ば
、
保
険
料
の
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

税
申
告
ま
た
は
長
寿
医
療
の

所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
医
療
保
険
室
保
険
料
課
ま

た
は
お
近
く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。◇

◇

◇
問
合
先

医
療
保
険
室
保

険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額（
表
）ま
で

と
な
る「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
減
額

も
受
け
ら
れ
ま
す
）
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。

引
き
続
き
交
付
を
受
け
る
に

は
、改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

今
お
持
ち
の「
限
度
額
適
用
認
定

証
」と
印
鑑
を
持
っ
て
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
が
一
年
以
内
に
「
９０
日
を

超
え
る
入
院
」を
し
た
場
合
は
、

入
院
日
数
の
わ
か
る
領
収
書
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
申
請
日
の
属
す
る
月
の
１
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

医
療
費
通
知
を
送
付

７
月
下
旬
に
医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成
２０

年
２
月
と
３
月
の
診
療（
請
求
）

分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
医
療
費
の
実
情

を
理
解
し
、
健
康
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
六
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
に
安
心
し
て
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
備
え
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
増

え
続
け
る
医
療
費
を
抑
え
ま
し

ょ
う
。

健
康
で
あ
る
こ
と
は
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
適
度
な
運
動
・

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
・
積

極
的
な
休
養
な
ど
、
こ
の
機
会

に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇

◇

◇
問
合
先

医
療
保
険
室
資

格
給
付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

７０歳未満の方

自己負担限度額
総医療費〈１０割〉が５００，０００円を
超えた分の１％
総医療費〈１０割〉が２６７，０００円を
超えた分の１％
３５，４００円
（２４，６００円）

＋

＋

１５０，０００円
（８３，４００円）
８０，１００円
（４４，４００円）

上位所得者※１

一般

市民税非課税世帯

７０歳～７４歳の方

自己負担限度額
外来＋入院〈世帯単位〉

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費〈１０割〉
が２６７，０００円を超
えた分の１％

４４，４００円
２４，６００円
１５，０００円

※ （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があっ
た場合の４回目以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 高齢者単身世帯で年収４８４万円、高齢者複数世帯で年収６２１万円

以上で、課税所得が２１３万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税である世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも

０円となる方（老人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万
円以下の方）

外来（個人単位）

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

現役並み所得者※２

一般
低所得者�※３
低所得者�※４

市民税非
課税世帯

８月分以降は更新手続きが必要です

限度額適用認定証

決定通知書を７月中旬送付

後期高齢者医療保険料 国 保

納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を

保
険
料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に

平成２０年７月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第９０９号（３）
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子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま

す
。
市
で
は
、
親
子
で
参
加
で
き
る
大
阪
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

や
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど
、
楽
し
い
教
室
や
催
し
を
た
く
さ
ん

用
意
し
ま
し
た
。

普
段
、
忙
し
く
し
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
、
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
夏
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
親
子

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

子
ど
も
の
大
好
き
な
電
子
工

作
の
「
カ
ブ
ト
虫
」「
ク
ワ
ガ
タ

虫
」
を
作
っ
て
、
対
戦
し
て
遊

び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
２
日
�

午

後
１
時
〜
４
時

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住

の
小
学
校
四
〜
六
年
生
と
そ
の

保
護
者
・
十
五
組
三
十
人
（
申

込
先
着
順
）

◇
費
用

一
組
千
円

◇
申
込
方
法

７
月
１７
日
�

〜
２４
日
�
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
保
護
者
が
費
用
を
持
っ

て
直
接
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
５
）３
３
２
５
、

�
０
６（
６
７
８
５
）３
３
６
３

子
ど
も
映
画
会

映
画
「
ブ
レ
イ
ブ
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
上
映
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１６
日
�

午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

◇
定
員

二
百
人
（
当
日
先

着
順
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

グ
リ

ー
ン
パ
ル
（
中
鴻
池
）

０
６

（
６
７
４
７
）
１
５
９
２
、
�

０
６
（
６
７
４
４
）
２
７
４
８

こ
ど
も

ワ
ク
ワ
ク
ら
ん
ど

◇
と
き

７
月
２７
日
�

午

後
１
時
〜
４
時

◇
内
容

▽
こ
ど
も
劇
場「
お

お
き
な
か
ぶ
」（
午
後
１
時
〜
１

時
４０
分
）

▽
お
お
な
わ
と
び

大
会

▽
お
手
玉
、
こ
ま
ま
わ

し
な
ど

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

ゆ
う

ゆ
う
プ
ラ
ザ（
日
下
）
０
７
２

（
９
８
６
）
９
２
８
４
、
�

０
７
２
（
９
８
６
）
９
２
９
３

親
子
ふ
れ
あ
い

ク
ッ
キ
ン
グ

【
パ
ン
作
り
に
挑
戦
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
７
月

３１
日
�
�
西
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
８
月
５
日
�
�
東
保
健
セ
ン

タ
ー【

中
華
ま
ん
作
り
に
挑
戦
】

◇
と
き

８
月
４
日
�

◇
と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
パ
ル

（
中
鴻
池
・
申
込
み
は
中
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
）

◇

◇

☆
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４

時
◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三

〜
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
・
各

十
五
組
三
十
人（
申
込
先
着
順
）

◇
費
用

子
ど
も
三
百
円
、

大
人
三
百
五
十
円

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
、
筆
記
用
具
を
持
参
。

◇
申
込
・
問
合
先

東
・
中

・
西
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
東
�

０
７
２（
９
８
２
）２
６
０
３
、

�
０
７
２（
９
８
６
）２
１
３
５

▽
中
�
０
７
２（
９
６
５
）６
４

１
１
、
�
０
７
２
（
９
６
６
）

６
５
２
７

▽
西
�
０
６
（
６

７
８
８
）
０
０
８
５
、
�
０
６

（
６
７
８
８
）
２
９
１
６

夏
休
み

子
ど
も
創
作
教
室

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２４
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三

〜
六
年
生
・
五
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

三
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
、教
室
名
、住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
８

月
１０
日
�（
必
着
）ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・
０
８
１
７
近
江
堂
三
―

一
二
―
一
五

は
す
の
広
場（
近

江
堂
）

０
６
（
６
７
３
０
）

０
８
４
０
、
�
０
６
（
６
７

３
０
）
５
７
２
３

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に

夏
休
み
施
設
開
放

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め

に
、
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

園
庭
プ
ー
ル
や
大
型
遊
具
で

お
も
い
っ
き
り
遊
び
ま
せ
ん

か
。◇

と
き

８
月
１８
日
�
〜
２２

日
�

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

３０
分◇

対
象
・
定
員

市
内
在
住

の
障
害
の
あ
る
小
学
校
三
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

・
各
日
十
組
（
抽
選
）

◇
費
用

一
日
二
百
円

◇
申
込
方
法

７
月
３１
日
�

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

療
育
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７

８
３
）
１
４
２
５
、
�
０
６

（
６
７
８
３
）
６
１
０
５

夏
休
み

ビ
デ
オ
な
１
日

夏
休
み
企
画
と
し
て
「
ミ
ラ

ク
ル
バ
ナ
ナ
」を
上
映
し
ま
す
。

タ
ヒ
チ
と
勘
違
い
し
、
ハ
イ

チ
共
和
国
に
大
使
館
派
遣
員
と

し
て
赴
任
し
た
幸
子
は
、
ノ
ー

ト
す
ら
買
え
な
い
子
ど
も
た
ち

に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
始

め
た
と
き
、
バ
ナ
ナ
の
木
か
ら

紙
が
作
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

そ
こ
で
彼
女
は
…
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◇
と
き

８
月
１３
日
�

午

後
１
時
３０
分
か
ら

◇
定
員

二
百
四
十
四
人

（
当
日
先
着
順
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
あ
り
（
一
人
二
百
円

で
８
月
６
日
�
ま
で
に
要
予
約

・
定
員
十
人
）。

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

イ
コ

ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
）

０
７
２
（
９
６
０
）

９
２
０
１
、�
０
７
２（
９
６
０
）

９
２
０
７

木
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
火
を

お
こ
す「
マ
イ
ギ
リ
」法
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
期

間
中
に
一
番
早
く
火
お
こ
し
が

で
き
た
人
を
優
勝
者
と
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２４
日
�
〜
８

月
３
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
３０
分
（
２８
日
�
は
休

館
）◇

対
象

小
・
中
学
生

◇
申
込
方
法

前
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

０
７

２
（
９
８
３
）
２
３
４
０
、
�

０
７
２
（
９
８
２
）
９
４
１
１

緑
陰
工
作
教
室

空
箱
や
紙
き
れ
、
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
す
て
き
な
お
も
ち
ゃ
や
飾

り
物
に
変
身
。
夏
休
み
の
ひ
と

と
き
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の

を
い
き
い
き
さ
せ
て
、
楽
し
く

遊
び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
２
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

◇
と
こ
ろ

鴨
高
田
神
社

◇
対
象

小
学
生

※
お
も
ち
ゃ
の
病
院
も
開
設
。

不
用
に
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
、

こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
参
す

る
と
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）

お
も
ち
ゃ
と
交
換
し
ま
す
。
ま

た
、
お
も
ち
ゃ
の
自
動
車
や
Ｓ

Ｌ
の
貸
出
し
の
申
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

◇
問
合
先

地
域
振
興
室
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ニ
ュ
ー
ス
の
会

▽
前
日
ま
で
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
６
１

▽

当
日
�
０
９
０
（
８
１
６
７
）

７
８
４
７

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
操
作

☆
体
験
教
室

◇
と
き

８
月
１６
日
�

午

後
１
時
〜
４
時

◇
内
容

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
機
械
操
作
を
体
験
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
室
の
見
学
、
夏
番
組

「
星
の
王
子
さ
ま
」
の
鑑
賞
な

ど
◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三

年
生
〜
中
学
生
・
八
人

◇
費
用

五
百
円

星
を
み
る
会

夏
の
星
座
を
は
じ
め
、
月
や

火
星
、
木
星
な
ど
を
観
察
し
ま

す
（
申
込
不
要
）。

◇
と
き

８
月
９
日
�

午

後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
花
園
中
央
公

園
第
一
駐
車
場

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、

室
内
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
の

行
事
の
み
行
い
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
だ
け
の
参
加

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
費
用

無
料

夏
休
み

星
空
た
ん
け
ん
隊

天
体
望
遠
鏡
の
使
い
方
を
学

び
、
美
し
い
星
空
を
実
際
に
観

察
し
ま
す
（
計
四
日
間
）。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
８
月

２３
日
�
、
２４
日
�

午
後
２
時

〜
４
時
�
ド
リ
ー
ム
２１

▽
２７

日
�
〜
２８
日
�
（
一
泊
二
日
）

�
奈
良
県
五
条
市
大
塔
星
の
く

に
※
２４
日
�
は
午
後
６
時
か
ら

ド
リ
ー
ム
２１
で
星
空
観
察
を
し

ま
す
。

◇
対
象
・
定
員

全
日
程
参

加
で
き
る
小
学
校
四
年
生
〜
中

学
生
・
二
十
人

◇
費
用

五
千
五
百
円

★
申
込
み
の
際
、
生
年
月
日

と
性
別
も
記
入
。

親
子
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
教
室

思
い
出
の
星
空
を
見
よ
う

希
望
の
年
月
日
の
星
空
を
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
投
影
し
、
職

員
が
解
説
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
３０
日
�

午

後
２
時
〜
４
時

◇
対
象
・
定
員

小
学
生
と

そ
の
保
護
者
・
六
組

※
一
組
二
人
に
限
る
。

◇
費
用

一
組
五
百
円

★
申
込
み
の
際
、
見
た
い
星

空
の
年
月
日
も
記
入
。

好
評
投
影
中

夏
番
組
「
星
の
王
子
さ
ま
」

サ
ン
�
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
作
の

童
話
「
星
の
王
子
さ
ま
」
が
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
と
し
て
登

場
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い（
９

月
７
日
�
ま
で
）。

◇
費
用

▽
４
歳
〜
中
学
生

�
百
円

▽
高
校
生
�
二
百
円

▽
大
人
�
四
百
円

◇
定
員

二
百
六
十
人

※
各
回
入
れ
替
え
制
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

自
分
が
生
ま
れ
た
日
の

星
空
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

専
用
ソ
フ
ト
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
星

空
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２０
日
�

▽

Ａ
コ
ー
ス
�
午
前
１０
時
〜
正
午

▽
Ｂ
コ
ー
ス
�
午
後
２
時
〜
４

時
※
Ａ
、
Ｂ
い
ず
れ
も
同
じ
内

容
で
す
。

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三

〜
六
年
生
・
各
十
二
人

◇
費
用

五
百
円

★
申
込
み
の
際
、
コ
ー
ス
も

記
入
。

大
阪
湾
の
美
し
い
風
景
を

見
な
が
ら	
さ
ん
ふ
ら
わ
あ



で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
夏
休
み

の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
に
、

さ
あ
出
航
�

◇
と
き

８
月
２４
日
�（
雨

天
決
行
）

◇
集
合
場
所

大
阪
南
港

コ
ス
モ
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
（
南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
線

「
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
前
」

下
車
直
結
「
Ａ
Ｔ
Ｃ
」
内
）

◇
コ
ー
ス

大
阪
南
港
コ

ス
モ
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
午
前
１１
時
出
航
予
定
）
―

神
戸
空
港
沖
―
関
西
国
際
空

港
沖
―
大
阪
南
港
コ
ス
モ
フ

ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
午
後

２
時
３０
分
帰
港
予
定
）

◇
対
象

市
内
在
住
の
小

・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

ま
た
は
日
常
組
織
活
動
を
し

て
い
る
小
・
中
学
生
の
団
体

※
幼
児
と
保
護
者
の
み
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
引

率
の
た
め
に
同
伴
が
必
要
な

場
合
は
、
幼
児
の
乗
船
可
。

子
ど
も
に
は
、
参
加
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
定
員

千
三
百
人
（
抽

選
）◇

費
用

▽
小
・
中
学
生

�
五
百
円

▽
高
校
生
以
上

�
千
五
百
円

※
交
通
費
、弁
当
を
持
参
。

当
日
、船
内
に
は
や
き
そ
ば
、

た
こ
や
き
な
ど
の
屋
台
広
場

が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
枚
五
人
ま
で
）
に
行

事
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
学
年
（
団
体
申

込
の
と
き
は
団
体
名
、大
人
、

子
ど
も
の
人
数
）を
書
い
て
、

７
月
２５
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送

※
返
信
ハ
ガ
キ
で
抽
選
結

果
を
通
知
し
、
当
選
者
に
は

受
付
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。◇

申
込
・
問
合
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
８
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
５

申込方法 往復ハガキ（１人１枚）
に教室名と参加者全員の住所・氏名
・学校名・学年・電話番号を書いて、
８月５日�（必着）までに郵送（Ｅ
メールでも可）
※申込みは市内在住、在学の方に
限ります。なお、申込み多数の場合
は抽選。
■ところ・申込・問合先 〒５７８・

０９２３松原南２―７―２１ ドリーム２１ ０７２
（９６２）０２１１、�０７２（９６２）０８１０、Ｅ
メール kyositu@dream21.higashi
osaka.osaka.jp

日
新
高
等
学
校
で
開
講
す

る
公
開
講
座
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

【
一
日
茶
道
体
験
】

◇
と
き

７
月
２５
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
内
容

和
作
法
室
で
の

茶
道
体
験

◇
定
員

十
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

【
中
国
語
で
歌
お
う
】

◇
と
き

７
月
２８
日
�
〜

８
月
１
日
�

午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
（
計
五
日
間
）

◇
内
容

四
声
も
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
の
せ
た
ら
簡
単

◇
定
員

十
人
程
度

【
漢
詩
を
味
わ
う
ひ
と
と

き
】◇

と
き

７
月
２８
日
�
〜

８
月
１
日
�

午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
（
計
五
日
間
）

◇
内
容

漢
詩
を
中
国
語

で
読
む

◇
定
員

十
五
人
程
度

【
絵
て
が
み
】

身
近
な
野
菜
や
花
な
ど
を

描
き
、
言
葉
を
添
え
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３１
日
�
〜

８
月
５
日
�
の
平
日

午
前

１０
時
〜
正
午
（
計
四
日
間
）

◇
定
員

十
五
人

【
エ
ク
セ
ル
超
入
門
】

◇
と
き

８
月
５
日
�
、

６
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午

（
計
二
日
間
）

◇
内
容

は
じ
め
て
の
エ

ク
セ
ル

◇
定
員

三
十
人

【
吹
奏
楽
を
楽
し
も
う
】

吹
奏
楽
部
生
徒
と
楽
器
演

奏
を
楽
し
み
ま
す
（
初
心
者

も
可
）。

◇
と
き

８
月
８
日
�
、

９
日
�
、
１８
日
�

午
前
１０

時
〜
正
午
（
計
三
日
間
）

※
希
望
楽
器
名
を
申
込
み

ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
楽
器
は
貸
出
し
も
し
ま

す
。【ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
英
会
話
】

◇
と
き

８
月
１１
日
�
〜

１４
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時

（
計
四
日
間
）

◇
内
容

本
校
外
国
人
英

語
助
手
と
楽
し
い
英
会
話

◇
対
象
・
定
員

多
少
英

会
話
が
で
き
る
方
・
十
五
人

◇

◇

※
費
用
は
無
料
。
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
７
月

２２
日
�（
必
着
）ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７９
・
８
０
０
３
日
下

町
七
―
九
―
一
一

日
新
高

等
学
校
山
の
端
市
民
公
開
講

座
事
務
局

０
７
２
（
９

８
５
）５
５
５
１
、�
０
７
２

（
９
８
５
）
３
２
７
６

子
ど
も
た
ち
に
文
化
芸
術

に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
６
月

１１
日
、
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
で

「
大
阪
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
こ
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
立
小
学
校
三

十
六
校
の
五
・
六
年
生
約
五

千
人
は
、
目
の
前
で
演
奏
さ

れ
る
生
の
音
色
の「
美
し
さ
」

と
「
迫
力
」
を
体
感
。
音
楽

と
い
っ
し
ょ
に
リ
コ
ー
ダ
ー

演
奏
や
合
唱
を
す
る
な
ど
、

生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、「
と

て
も
き
れ
い
な
演
奏
で
感
激

し
ま
し
た
」「
演
奏
を
聞
い
て

も
っ
と
音
楽
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
」
と
貴
重
な
経
験
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

平
和
ア
ニ
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

原
爆
投
下
直
後
の
長
崎
―
。

人
々
は
一
瞬
に
し
て
焼
か

れ
、建
物
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
、

ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
も
が
れ
き

の
下
に
。

自
ら
被
爆
し
な
が
ら
も
、

医
療
活
動
を
続
け
た
医
師
・

秋
月
辰
一
郎
と
看
護
師
た
ち

の
姿
を
通
し
て
、
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
や
平
和
の
大
切
さ
、

命
の
尊
さ
を
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
ア
ニ

メ
映
画
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｉ

１
９
４
５

ア
ン
ゼ
ラ

ス
の
鐘
」
を
上
映
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３０
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
５０
分
、
午

後
２
時
〜
３
時
５０
分
（
開
場

は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
前
で
、

二
回
上
映
）

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市

民
ホ
ー
ル

ピ
ー
スウ

ィ
ー
ク

【
平
和
資
料
展
】

「
原
爆
パ
ネ
ル
」「
市
民
の

方
か
ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

パ
ネ
ル
」
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。◇

と
き

８
月
５
日
�
〜

１０
日
�

午
前
９
時
〜
午
後

７
時
（
９
日
�
、
１０
日
�
は

午
後
５
時
ま
で
）

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図

書
館【

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
】一

台
の
ピ
ア
ノ
が
語
り
か

け
て
く
れ
る
も
の
。
そ
れ
は

美
し
い
音
色
や
す
ば
ら
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
二
度
と
戦
争
を
し
て
は

い
け
な
い
」
と
い
う
ピ
ア
ノ

自
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

調
律
師
に
よ
っ
て
よ
み
が

え
る
こ
と
が
で
き
た
被
爆
し

た
ピ
ア
ノ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

８
月
８
日
�

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、

午
後
２
時
〜
３
時
（
開
場
は

そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
前
で
、
二

回
公
演
）

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図

書
館
ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◇
出
演

▽
歌
�
泉
民
恵

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

▽
ピ
ア
ノ
�
粟
田
清
隆
さ
ん

◇
内
容

ピ
ア
ノ
曲
演
奏
、

ピ
ア
ノ
の
生
い
立
ち
の
朗
読

な
ど【原

爆
体
験
の
お
は
な
し
】

市
内
在
住
の
原
爆
被
害
者

に
、
当
時
の
体
験
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◇
と
き

８
月
９
日
�
、

１０
日
�

午
後
１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図

書
館
お
は
な
し
の
へ
や

◇

◇

◇
問
合
先

人
権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
６
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
３

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
か
ら
六
十
三
年

目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
平
和
は
、
人
間

と
し
て
生
き
る
た
め
の
基
本
で
あ
り
、
全

世
界
共
通
の
願
い
で
す
。

市
で
は
、
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
「
平
和

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
、
生
命
と
平
和
、
人
権

の
尊
さ
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
ま
せ
ん

か
。家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い（
入

場
無
料
）。

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か

山
の
端
市
民
公
開
講
座

夏夏
をを
満満
喫喫
しし
よよ
うう

夏
休
み

「
火
お
こ
し
」選
手
権

ここどどももふふれれああいいカカーニニババルル

大大阪阪湾湾ををククルルーージジンンググ

東大阪市平和のつどい

生命の尊さを考えよう

音
楽
の
美
し
さ
と
迫
力
を
体
感

話題

大
阪
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団

こ
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト

（４）第９０９号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２０年７月１５日（５）
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募 集 募 集 その他 その他 
短期パート調理員登録者

市立小学校などで働く短期パート調理
員の登録者を募集します。 業務時間
午前８時３０分～午後３時１５分（原則６時
間勤務） 業務内容 学校給食調理補助
※雇用期間は来年３月末まで。 登録方
法 履歴書を郵送
■登録・問合先 〒５７７・８５２１市役所学
校給食課 ０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

看護師・准看護師契約職員

業務時間 午前８時４５分～午後５時１５
分（宿直時は午前９時～翌日午前９時３０
分） 業務内容 療育センターでの看護
および高井田障害者センター短期入所室
での宿直 業務条件 日給月給制（日当
１１，７００円・正看） ※契約期間は１年間
（延長あり）。
■応募・問合先 療育センター ０６

（６７８３）１４２５、�０６（６７８３）６１０５

消費生活展
出展グループ・地産地消出展者

１０月１８日�、１９日�に消費生活センタ
ーで開催する消費生活展に出展希望のグ
ループと、１８日の地産地消コーナーで市
の特産品を出品する出展者を募集します。
内容 テーマ「かしこい消費者に～しっ
かり選ぼう消費者の知恵で」に沿った消
費生活に関すること 応募方法 ７月３１
日�までに電話またはファクスで
■応募・問合先 消費生活センター

０７２（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

敬老演芸フェスティバル出演者

とき ９月７日� 正午～午後４時
内容 カラオケ、舞踊など 対象・定員
市内在住の６５歳以上の方・５０人（抽選）
申込方法 往復ハガキに住所、氏名（ふ
りがなも）、年齢、電話番号、演目（カラ
オケ希望の方は２曲分の曲名と歌手名）
を書いて、７月３１日�（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７７・００５６
長堂１―８―３７ 夢広場（布施駅前）０６（６７８４）
２０１４（�兼用）

忘れずに届出を
（特別）児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当を受
けている方は、毎年８月に現況届（児童
扶養手当）または所得状況届（特別児童
扶養手当）を提出してください。
現況届および所得状況届は、引き続き

手当を受ける権利があるかを確認するた
めの大切な届です。この届出を忘れると、
８月以降の手当が受けられないだけでな
く、受給資格もなくなる場合があります。
対象者には受付日時と場所を指定した

「お知らせ」を送付しますので、必要書
類を持参して、必ず会場へお越しくださ
い。なお、８月１日�までに「お知らせ」
が届かない場合は連絡してください。
■問合先 国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、
�０６（４３０９）３８０５

肺がん・結核エックス線検診

とき・ところ �８月５日� 午前９
時３０分～１０時�西保健センター �６日
� 午前９時３０分～１０時３０分�中保健セ
ンター �７日� 午後２時～３時�東
診療所（申込みは東保健センターへ）
対象 �肺がん検診�市内在住の４０歳以
上の方 �結核検診�市内在住の６５歳以
上の方 定員 各３０人
■申込・問合先 東・中・西保健センタ

ー �東�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）
２１３５ �中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）
６５２７ �西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）
２９１６

定例議会を開催中

平成２０年第２回定例議会は、６月３０日
	から７月１６日�までの日程で開催して
います。おもな日程は次のとおりです。
本会議のとき・内容 �７月７日	＝質
問 �１６日��採決 ※開会時間は午前
１０時です。日程は変わる場合もあります
ので、事前にお問い合わせください。な
お、委員会も傍聴できます。
■問合先 議会事務局 ０６（４３０９）３２９４、
�０６（４３０９）３８６８

納期限は７月３１日
固定資産税・都市計画税第２期分

固定資産税・都市計画税第２期分の納
期限は７月３１日�です。納期限までに市
税取扱金融機関または郵便局で納めてく
ださい。納付書を紛失された場合は再発
行します。また、口座振替を利用してい
る方は、振替不能にならないように預金
残高を確認してください。
■問合先 納税課 �郵便番号が５７９の
方�０６（４３０９）３１４８ �郵便番号が５７８の
方�０６（４３０９）３１４９ �郵便番号が５７７の
方�０６（４３０９）３１５０～５１、�０６（４３０９）３８０８

低圧進相コンデンサ
電気工事士へ相談・点検を

昨年７月と８月の暑い時期を中心に、
市内で「低圧進相コンデンサ」が原因の
火災が何件も発生しました。
低圧進相コンデンサは、電気機器の省

エネルギー化を目的に工場などで使用さ
れています。昭和５０年以前に製造された
ものは、絶縁不良を起こし、最悪の場合
は火災に至る恐れがあります。
設置している工場では、夏本番を迎え

る前に電気工事士などに相談・点検を依
頼し、必要であれば取り替えてください。
■問合先 �大阪府電気工事工業組合

東大阪支部 ０６（６７８８）５７７８ �消防局予
防広報課 ０７２（９６６）９６６３、�０７２（９６６）９６６９

幻の今米キャベツのタネを配布
鴻池新田会所

今米キャベツは、１００年前にアメリカか
ら入ってきた品種で、大隈重信元内閣総
理大臣によって伝えられたもの。戦前ま
では、今米をはじめ加納や川田、鴻池地
域でも栽培されていました。
このほど、今米キャベツを大切に保存

されてきた市民のご協力により、入館者
にタネを配布します。非常に甘いうえ、
味が濃い品種です。栽培にチャレンジし
てみませんか。
とき ７月２７日�まで 午前１０時～午

後４時（休館は月曜日と月曜日が祝日の
ときは翌日） ※先着１００人限りで、なく
なり次第終了。 入館料 小・中学生２００
円、高校生以上の方３００円
■ところ・問合先 鴻池新田会所 ０６
（６７４５）６４０９、�０６（６７４４）７４９８

毎月勤労統計調査にご協力を

全国の１～４人規模の事業所における
事業活動の動向を明らかにするため、「毎
月勤労統計調査」を実施します。この調
査は、厚生労働省が実施する指定統計で
す。調査対象となる事業所には、８月上
旬から知事任命の調査員が訪ねますので、
調査の理解と協力をお願いします。
■問合先 大阪府統計課 ０６（６９４４）

６６３３、�０６（６９４４）６６３１

市内に１年以上在宅（年間９０日以内
の入院を含む）で重度の介護が必要な
高齢者（４０歳～６４歳の特定疾病者を含
む）の介護をしている家族に、年１０万
円の家族介護慰労金を支給します。
対象は、本市に住民登録または外国

人登録をしている市民税非課税世帯で、
次のいずれにもあてはまる方です。
【要介護高齢者】
介護保険法の要介護認定で、要介護

４または５と認定され、１年以上介護
保険の給付を受けていない（年間７日

以内のショートステイの利用を除く）
など
【介護をしている家族】
�要介護高齢者を１年以上介護して

いる �要介護高齢者と同居または同
居に相当している など

◇ ◇
■申請書配布・申請・問合先 東・
中・西福祉事務所福祉係 �東�０７２
（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０ �中
�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６０）９２７８
�西�０６（６７８４）７９８０、�０６（６７８４）７６７７

法 律
弁護士が相談に応じます。
【本庁市民相談室】１週間前から電話
で受付 ０６（４３０９）３１０４ �月・水・金
曜午後１時～４時、第２火曜午後５時～
８時（申込先着１６人）
【巡回法律相談・各行政サービスセン
ター】 １週間前から電話で受付 ０６
（４３０９）３１０４ �日下�奇数月の第１木
曜 �四条�第１・３火曜 �中鴻池�
偶数月の第１木曜 �若江岩田駅前�第
２・４火曜 �楠根�偶数月の第３木曜
�布施駅前�第２・４木曜 �近江堂�
奇数月の第３木曜 ※いずれも午後１時
～４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】 �
荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長
瀬�第４火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いず
れも午後１時～４時で、予約制

中 小 企 業
【中小企業振興会】 �ＩＳＯに関す

る相談�第４火曜 �店舗デザイン相談
�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～
４時で、予約制 ０６（４３０９）２３０１
パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】 月～金曜午前９

時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９
【ユトリート東大阪】 月・水・金曜
午前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００
就職にお困りの方の雇用・就労相談
働く意欲があるのに、さまざまな要因

により就職が困難な方の相談に応じます。
職業紹介・あっ旋は行いません。
【就労支援センター】 �永和�０６（６７８８）
４５８０ �意岐部�０６（６７８４）５８１１ �長
瀬�０６（６７２７）１９２０ ※いずれも月～金
曜の午前９時～午後４時
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に

応じます。月～金曜午前９時～午後５時
３０分 ０６（４３０９）３２７９（社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】 �面接相

談（予約制）�火・水・土曜（５週目はなし）

午前１０時～正午、午後１時～４時、第４火
曜（休館の場合第３火曜）午後６時～８
時 ０７２（９６０）９２０５ �電話相談�火～
日曜午前１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６
女性のための労働相談
女性の社会保険労務士が相談に応じま

す。職業紹介・あっ旋は行いません。
【男女共同参画センター】 第２土曜

午後１時～４時（予約制）０７２（９６０）９２０５
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】 月～

金・第１土曜（１・５・１１月は第２土曜）
午前９時～午後５時３０分で、予約制 ０６
（６７２７）０１１３
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】 月～土曜午前９時～午後９時（土
曜は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７
【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】

月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午
後５時まで） ０６（６７３２）０１１０
【すこやかテレホン】 �月・火・木
・金曜午後５時～８時 �日曜、祝日午
前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４
【休日・夜間子育て相談ダイヤル】

�平日�午後５時３０分～翌日午前９時
�土・日曜、祝日�２４時間 ０７２（９６１）０１７８

【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センター】
�来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長瀬）、

木曜（荒本）午前９時３０分～午後４時（予約
制） �電話相談�月～土曜午前９時３０分
～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、０６
（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）
花と緑の相談
【本庁市民相談室】 草花や樹木など
の相談に応じます（予約不要・来所相談）。
第２火曜午後１時３０分～４時３０分
消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電

話相談は午後４時までで、来所時は事前
に電話を） ０７２（９６５）０１０２（消費生活
センター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時

（予約制）０６（４３０９）３２２３（交通対策室）
医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の
ための相談に応じます。 月～金曜午前
１０時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１
【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜午後
１時～４時３０分（１人３０分以内）で予約
制 ０６（６７８１）５１０１

高齢者の介護をしている家族に

家族介護慰労金を支給します

※いずれも無料。祝日・休日は行
いません（すこやかテレホン、子
育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

（６）第９０９号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１５日
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まなぶ まなぶ 
相 談 相 談 

ビデオ映画上映会

とき・内容 ８月８日� �午前１０時
から�象の背中 �午後１時３０分から�
それでもボクはやってない ※変更の場
合あり。 対象 市内在住の６０歳以上の
方
■ところ・問合先 高齢者サービスセ

ンター ０７２（９６２）８０１１、�０７２（９６３）
２０２０

ふれあいネットワーク交流会

東大阪市老人介護者家族の会「ふれあ
いネットワーク」では、毎月交流会を開
き、日ごろの介護の悩みや思いを自由に
語り合っています。会員でない方も参加
できますので、交流してみませんか。
とき ７月３０日� 午後１時３０分～３時
３０分 ところ くすのきプラザ（若江岩
田駅前）
■問合先 社会福祉協議会内東大阪市
老人介護者家族の会「ふれあいネットワ
ーク」 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

手話レベルアップ講座

市の手話通訳の登録者をめざす方を対
象に、応用を中心とした講座を開催しま
す。 とき ９月５日～来年３月１３日の
金曜日 午後６時４５分～８時４５分（計２３
日間） ところ 市役所１１階会議室 対
象・定員 市内在住または在勤で、本市
または他市町村で手話の入門・基礎講座
（１年間以上）を修了した方・３０人 申
込方法 往復ハガキに住所、氏名、電話
番号、年齢、職業、手話の受講歴、受講
動機を書いて、７月３１日�（必着）まで
に郵送 ※選考結果を８月１５日�までに
通知します。
■申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所障
害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）
３８１５

農の講習会

貸し農園の利用者を対象に、安心・安
全な野菜づくりを心がけていただこうと、
「秋まき野菜の栽培と病害虫防除」をテ
ーマに講習会を行います。 とき・とこ
ろ・定員 �９月３日��市民会館大集
会室・８０人 �５日��文化会館第３会
議室・７０人 ☆いずれも午後２時～４時
申込方法 往復ハガキに住所・氏名（返
信用にも）、利用農園名、希望日を書い
て、８月１５日�（必着）までに郵送 ※
手話通訳が必要な方はお知らせくださ
い。
■申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所農
政課 ０６（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

障害者のためのパソコン教室

ワード、エクセルの基本を学びます。
とき ７月２６日～１０月２５日の第４土曜日
午前１０時～正午（計４日間） 対象・定
員 市内在住の障害者・６人（抽選）
申込方法 ７月１９日�までに電話または
ファクスで
■ところ・申込・問合先 高井田障害
者センター ０６（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）
２８７０

就業支援講習会
ホームヘルパー２級通信講座

母子家庭の母および寡婦を対象に行い
ます。 とき ９月２０日～来年２月の土
曜日１０日間、平日５日間 ところ 三幸
福祉カレッジ大阪校梅田教室 内容 講
義、実技スクーリング、施設実習、レポ
ート提出など 費用 ３０，０００円（教材費
含む） ※講習会には２歳～就学前幼児
の保育あり。 申込方法 往復ハガキに
講座名と受講動機、以前受講した方は講
座名、住所、氏名、年齢、職業、電話番
号、保育の有無を書いて、８月２０日�（消
印有効）までに郵送 ※申込多数の場合
は抽選。
■申込・問合先 〒５４０・００１２大阪市中
央区谷町５―４―１３ 谷町福祉センター内母
子家庭等就業・自立支援センター ０６
（６７６２）９９９５、�０６（６７６２）３７９６
■問合先 こども家庭課 ０６（４３０９）

３１９４、�０６（４３０９）３８１７

国民年金保険料納付相談

ねんきん特別便の相談も受付します。
とき・ところ �７月１７日��やまなみ
プラザ（四条） �２３日��ゆうゆうプ
ラザ（日下） ☆いずれも午前１０時～午
後４時 ※国民年金手帳または基礎年金
番号がわかるものを持参。
■問合先 �東大阪社会保険事務所

０６（６７２２）６００１ �国民年金課 ０６（４３０９）
３１６５、�０６（４３０９）３８０５

行政書士による相談

とき ８月５日� 午後１時～４時（予
約不要で、受付は午後３時３０分まで）
内容 遺言、相続、内容証明や各種契約
書の作成、建築業などの許・認可申請、
外国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

１級建築士による相談

とき ７月１５日� 午後１時～４時（予
約不要） ところ 市役所１階相談室
内容 建替え、耐震、アスベスト、リフ
ォーム、シックハウス、欠陥住宅など
※住宅の耐震診断・改修補助申込みの受
付もしています。
■問合先 指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、
�０６（４３０９）３８３４

女性のための法律相談

女性弁護士がさまざまな相談に応じま
す。 とき ８月７日�、２３日�、９月
４日�、１０月２日� ☆いずれも午後１
時～４時 対象・定員 女性・各日６人
（１人３０分で申込先着順） ※１歳６か
月～就学前幼児の保育あり（１人２００円で
１週間前までに要予約）。 申込方法 火
～日曜日の午前１０時～午後５時に電話で
（相談日の２週間前から受付）
■ところ・申込・問合先 イコーラム
（男女共同参画センター） ０７２（９６０）
９２０５、�０７２（９６０）９２０７

健 康 相 談

とき ８月１日� 午前９時３０分～１０
時３０分 対象 乳幼児 内容 身体測定、
育児相談など
■ところ・申込・問合先 西保健セン
ター ０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

出張就業相談

母子家庭の母および寡婦を対象に、就
職・転職の求人情報の提供をはじめ、ハ
ローワークへの紹介、就業支援講習（パ
ソコン・ホームヘルパーなど）の案内の
ほか、履歴書の書き方や面接のアドバイ
スなど専門の相談員が出張相談を行いま
す（前日までに要予約）。 とき ８月２１
日� 午前１０時～午後４時 ところ イ
コーラム（男女共同参画センター） ※
１歳６か月～就学前幼児の保育あり（有
料で８月１２日�までに要予約・定員あり）。
■予約・問合先 母子家庭等就業・自

立支援センター ０６（６７６２）９９９５、�０６
（６７６２）３７９６
■問合先 こども家庭課 ０６（４３０９）

３１９４、�０６（４３０９）３８１７

「賃貸アパートを借りようと探して
いると気に入った物件を見つけた。業
者から『物件を早く押さえるためにお
金をできるだけ入れてもらいたい』と
言われたので保証金の一部として１０万
円を預けた。翌日、キャンセルするこ
とにしたので業者に連絡すると『家主
に渡したので返せない』と言われたが
本当に返してもらえないのか」と相談
がありました。
賃貸住宅の契約前に申込金や預り金

などの名目で代金を請求されることが
あります。宅地建物取引業法では、賃
貸借契約の成立前に宅地建物取引主任
者が主任者証を提示して、物件の持ち
主や契約期間などを説明し、重要事項
説明書を渡さなければなりません。
相談者には重要事項説明書が渡され

ていないので、契約は成立していませ
ん。つまり、業者は預り金を返金しな
ければなりません。
申込金や預り金は、簡単にキャンセ

ルされることを防ぐためだと考えられ
ますが、求められても安易に預けない
ようにしましょう。
【電話で裁判所から呼出し～緊急度

レベル★★☆☆☆】
「『裁判所です。法廷に来てください。
再度聞く場合は１番を、問合せは９番
へ』と自動アナウンスの電話があった」
と相談がありました。
裁判所では、アナウンスによる出頭

要請はしていません。番号を押すと相
手につながり、名前や住所を聞いてく
るそうです。不審な電話には個人情報
を教えず、電話を切ってください。
来年５月から裁判員制度が始まりま

す。裁判所をかたって電話をかけてく
るケースが増えてくるかもしれません。
また、社会保険庁や税務署などを名乗
って電話をかけてくる手口もあります。
十分気をつけてください。
■問合先 消費生活センター ０７２

（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

鴻池子育て支援センター

【おむつはずれについて】
とき ７月２５日� 午前１０時～１１時
対象・定員 １歳６か月以上の乳幼児
とその保護者・１５組（申込先着順）
申込方法 ７月１８日�午後１時３０分か
ら電話で
【リズム遊びと水遊び】
とき ８月８日� 午前１０時～１１時

３０分 対象・定員 ２歳以上の幼児と
その保護者・２０組（申込先着順） 申
込方法 ８月１日�午前１０時３０分から
電話で
【パパもいっしょに水遊び】
お父さんも子どもといっしょに遊び
ませんか（申込不要）。 とき ８月９
日� 午後２時～３時 対象 お座り
のできる乳幼児とその保護者

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 鴻池子育

て支援センター ０６（６７４８）８２５１、�
０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【作って遊ぼう～水遊びおもちゃ】
牛乳パックを使って作ります。 と

き ７月３０日� 午前１０時～１１時３０分
対象・定員 ２歳６か月以上の幼児と
その保護者・２０組（申込先着順） 申
込方法 ７月１６日�午前１０時３０分から
電話で
【子育て相談デー】
子育ての悩みや不安を話してみませ

んか。 とき ７月２８日� 午後１時
３０分～２時３０分、午後３時～４時 申
込方法 ７月１６日�午後１時３０分から
電話で

【片栗粉スライムで遊ぼう】
ドロドロ、ペタペタの感触遊びを楽

しみましょう。 とき ８月６日�
午前１０時～１１時 対象・定員 ２歳６
か月以上の幼児とその保護者・２０組（申
込先着順） 申込方法 ７月２５日�午
後１時３０分から電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 荒本子育

て支援センター ０６（６７８８）１０５５、�
０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【水遊び】
とき �７月１７日�、３１日�、８月
７日��午前１０時～１１時 �７月２９日
～８月１９日の火曜日�午前１０時～１１時、
午後１時３０分～２時３０分 対象 お座
りのできる乳幼児とその保護者 ※水
着または布パンツを持参。雨天、光化
学スモッグ発令時は中止。
■ところ・問合先 長瀬子育て支援

センター ０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）
２４１３

賃貸アパートの申込金の返金
～緊急度レベル★★★★☆

くらしの
緊急情報

※車での来場はご遠慮ください

夏 を 楽 し も う
子育て支援センターの催し

平成２０年７月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第９０９号（７）
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ま
ち
の
み
ど
り
は
私
た
ち
に
う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
を
与与
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
地地
球
温
暖暖

化
の
原原
因因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
て
、、住
み
よ
い

環環
境
を
作作
っ
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
は
街街
路
樹
に
と
っ
て
十
分分
な
水水
が
必必
要要

で
す
。。
風風
呂
の
残
り
湯湯
や
米米
の
と
ぎ
汁
で
も
効効
果

が
あ
り
ま
す
。。

街街
路
樹
へ
の
水水
や
り
に
協
力力
を
お
願願
い
し
ま
す
。。

市
と
大
阪
府
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事

業
者
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
（
都
市
部
の
気
温
が
郊
外
に

比
べ
て
高
く
な
る
現
象
）
を
緩

和
す
る
た
め
、
市
役
所
、
府
立

中
央
図
書
館
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の
荒
本
周
辺
で
、

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
打
ち

水
を
実
施
し
ま
す
。

打
ち
水
に
は
、
雨
水
や
下
水

高
度
処
理
水
な
ど
を
使
用
し
、

そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
防

止
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

の
啓
発
コ
ー
ナ
ー
、
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
、
水
鉄
砲
遊
び
な
ど
の
楽

し
い
催
し
も
開
催
。

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

８
月
２
日
�

午

後
２
時
〜
５
時
（
打
ち
水
は
午

後
４
時
か
ら
）

※
雨
天
時
は
打
ち
水
の
み
中

止
。
ま
た
、
当
日
の
気
象
状
況

に
よ
っ
て
、
ほ
か
の
催
し
も
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

市
役
所
、
府
立

中
央
図
書
館
周
辺
（
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
職
員
で
実
施
）

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
バ
ケ
ツ

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

環
境
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
８

【
映
画
上
映
会
】

環
境
に
関
す
る
映
画
「
ｅ
ａ

ｒ
ｔ
ｈ
〜
ア
ー
ス
」
の
上
映
会

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２
日
�

午

後
１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
コ
ア
東
大
阪

◇
定
員

三
百
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

７
月
１５
日
�

〜
３１
日
�
に
電
話
で
（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
１０
時

〜
午
後
０
時
３０
分
、
午
後
１
時

３０
分
〜
５
時
）

◇
申
込
・
問
合
先

東
大
阪

市
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
事
務
局

０
１
２
０
（
９
３
５
）
０
４
５

市
役
所
周
辺
で

打
ち
水
を
実
施

市
で
は
、
市
役
所
庁
舎
自
体

が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を

引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、緩
和
策
と
し
て
、

市
職
員
が
市
役
所
周
辺
で
雨
水

や
工
業
用
水
を
利
用
し
て
打
ち

水
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
間
は
、
７
月
２８
日
�
か
ら

８
月
８
日
�
ま
で
の
平
日
午
後

４
時
３０
分
ご
ろ
か
ら
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
期
間
を
短

縮
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

環
境
企
画
課

花
と
み
ど
り

い
っ
ぱ
い
運
動

地
域
で
花
づ
く
り
を
さ
れ
る

際
に
、
花
の
種
や
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
で
三
軒

以
上
の
近
所
で
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
自
宅
で
花
を
育
て
、
敷
地

内
の
道
路
沿
い
に
飾
っ
て
い
た

だ
け
る
方

◇
支
給
内
容

プ
ラ
ン
タ
ー

（
長
方
形
型
ま
た
は
壁
掛
け

型
）、
用
土
、
花
の
種

※
プ
ラ
ン
タ
ー
は
一
軒
に
つ

き
五
個
ま
で
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
し
て
１０
月
中
旬
に
配

布
予
定
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
運
動
名
、
代
表
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
世
帯
数
、

希
望
プ
ラ
ン
タ
ー
数
を
書
い
て
、

８
月
８
日
�
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
郵
送

記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
居
や
結
婚
な
ど
の
記
念
に

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
で
平
成

１９
年
９
月
１
日
〜
平
成
２０
年
８

月
３１
日
に
、
出
生
、
入
学
（
小

・
中
学
校
の
み
）、
新
成
人
、
転

入
、
転
居
、
新
築
、
増
改
築
、

結
婚
、
銀
婚
、
金
婚
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
の
記
念
日
が
あ
る
方

◇
木
の
種
類
（
三
十
�
�
〜

一
�
）

ク
ス
ノ
キ
、
梅
、
も

げ
っ
け
い
じ
ゅ

く
せ
い
、
さ
ざ
ん
か
、
月
桂
樹
、

つ
つ
じ
、
あ
じ
さ
い
、
ゴ
ー
ル

ド
ク
レ
ス
ト
、
く
ち
な
し
、
は

な
み
ず
き

※
一
世
帯
に
つ
き
一
本
（
出

生
、
入
学
、
新
成
人
は
一
人
一

本
）
で
、
１１
月
９
日
�
に
市
役

所
で
配
付
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
一
枚
一
本
）
に
記
念
日
の
種

別
、
記
念
日
、
住
所
・
氏
名（
保

護
者
名
・
返
信
用
も
）、電
話
番

号
、
希
望
の
木
を
書
い
て
、
９

月
１９
日
�
ま
で
に
郵
送

み
ど
り
の
写
真
を
募
集

み
ど
り
の
美
し
さ
や
大
切
さ
、

み
ど
り
と
人
の
ふ
れ
あ
い
、
山

や
ま
ち
の
み
ど
り
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。入

選
作
品
は
、
来
年
の
東
大

阪
市
植
樹
祭
に
展
示
し
ま
す
。

◇
規
格

Ａ
４
サ
イ
ズ
ま
た

は
四
つ
切
り

◇
応
募
資
格

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方

※
版
権
は
市
に
帰
属
し
、
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◇
応
募
方
法

作
品
の
裏
面

に
画
題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業（
学
校
名
）、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
１１
月
２８
日
�
ま
で
に

郵
送
ま
た
は
直
接

※
入
選
者
に
は
来
年
４
月
１５

日
	
ま
で
に
通
知
し
、
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
。

◇

◇

◇
申
込
・
応
募
・
問
合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
み
ど

り
対
策
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
６

長
瀬
川
沿
い
の
地
域
住
民
と

自
治
体
で
構
成
す
る
「
長
瀬
川

水
辺
環
境
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

は
、
今
年
も
長
瀬
川
の
水
を
使

っ
た
打
ち
水
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

８
月
１
日
�

午

後
３
時
か
ら

※
午
前
９
時
現
在
で
午
後
の

降
水
確
率
が
七
〇


以
上
の
と

き
は
中
止
。

◇
と
こ
ろ

長
瀬
川
沿
道（
東

大
阪
市
、
八
尾
市
、
柏
原
市
）

の
十
二
か
所

※
本
市
域
は
、
金
岡
公
園
、

長
瀬
北
小
学
校
前
、
菱
屋
西
小

学
校
前
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

前
、
近
鉄
奈
良
線
北
側
、
府
道

大
阪
枚
岡
奈
良
線
北
側
。

◇
問
合
先

建
設
企
画
総
務

室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

０
９
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
０

海に広がる 夢・みらい
「海の日」は国民が海の恩恵に感謝し、
海に対する認識を深め、海を大切にする心
を育むため、国民の祝日として制定された
ものです。

池
田
遙
邨
は
明
治
２８
年
岡

山
県
で
生
ま
れ
、
は
じ
め
は

洋
画
を
学
び
、
１９
歳
に
し
て

文
展
で
入
選
す
る
な
ど
若
く

か
ら
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
画
に
転
向

し
、
ム
ン
ク
や
ゴ
ヤ
の
影
響

か
ら
暗
い
主
題
を
好
ん
だ
時

代
を
経
て
、
や
が
て
大
和
絵

の
新
し
い
解
釈
に
よ
る
作
風

に
よ
っ
て
文
展
で
特
選
を
受

賞
。戦

後
は
、
独
自
の
視
点
と

構
図
に
よ
る
新
し
い
風
景
画

ひ
ら

の
境
地
を
切
り
拓
き
、
昭
和

６２
年
に
文
化
勲
章
を
受
賞
し
、

日
本
画
壇
を
代
表
す
る
一
人

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
は
、
没
後
二

十
年
を
記
念
し
て
、
約
百
点

の
名
品
か
ら
遙
邨
の
世
界
を

紹
介
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１
日
�
〜

３１
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
金
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
で
、
月
曜
日
は
休
館
）

※
入
場
は
閉
館
三
十
分
前

ま
で
。

【
記
念
講
演
会
】

「
池
田
遙
邨
の
芸
術
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
す
。

◇
と
き

８
月
３
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

◇
講
師

倉
敷
市
立
美
術

館
学
芸
員

佐
々
木
千
恵
さ

ん
◇
定
員

八
十
人（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ（
一
人
一
枚
）に
講
演
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
７
月
２１
日

�（
消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送

◇

◇

◇
入
場
料

三
百
円

※
中
学
生
以
下
、
６５
歳
以

上
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

参
の
方
は
無
料
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７８
・
０
９
２
４
吉
田
六
―

七
―
二
二

市
民
美
術
セ
ン

タ
ー

０
７
２
（
９
６
４
）

１
３
１
３
、
�
０
７
２
（
９

６
４
）
１
５
９
６

森
の
唄

よう そん

没後２０年 池田遙邨展
市民美術センター特別展示

花
の
種
や
記
念
樹
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〜
代
表
作
と
新
発
見
に
よ
る

遙
邨
の
世
界
〜

打ち水大作戦ｉｎ荒本２００８

自
然
の
め
ぐ
み
で�
涼
�を

長
瀬
川
打
ち
水
大
作
戦

みんなで�風�をおこそう�

（８）第９０９号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１５日


